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ヨt;:論では、児童生徒が自己表現を進めることをめざし、身体感覚の概念化というプロセスを通して、児童生徒が自己を
的確に表現し、それらを相虻に伝え台い認め令う関係を作ることに貢献できる教材の開発を試みた。次にそれを用いて、
授業を行い、これらの体験について考察した。「身体感覚の概念化j教材化の理論背景として Rogersの内己理論と経験の
自己概念化、 Gendlinの Focusing:P甲論を示した。教材には絵本を探用することにより、①身体感覚の意識化、②その描画、
③さらにその概念化というプロセスをパターンとして繰り返し、そのプロセスを用いて児童生徒が白己を的確に表現し、
それらを相互に伝え合い認め合う関係を作ることに貢献できる実践に応用することとした。小学4・6年生、中学2年生
への実習の実施により、学校教育における身体感覚の概念化に関する教材として本実習により「絵本を用いた『身体感覚
の概念化J のパターン習得」ができるということが確認できた。本実習は、小学校 4 年生~巾学牛ーに'夫施することが ~J 能
であり、 Feltsenseの概念化を発達の側面から検討する実習としても適切であるということが示唆された。
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昨今、人間関係の希薄化、個別化の傾向がいわれるよ
うになり、一方でコミュニテイの大切さを再認識しその
再生をもとめる傾向が広まっている。学校は、希薄化し
た社会の中でコミュニテイの大切さを学ぶ場としての位
置づけを増しており、その機能は現代社会における子ど
もたちの社会性獲得にとって極めて大切で、あるといえる O
学校教育において、どのように児童生徒のコミュニテイ
を作っていくかを考えるうえで、児童生徒が自己を的確
に表現し、それらを相互に伝え合い認め合う関係を作る
ことは重要な課題のひとつであると考えられる。
筆者らは、松本・中島・隈元 (2007) において対人関
係と身体の関係性について考察した。筆者らはそこで他
者との関係をその都度頭で考え判断しながら捉えている
のではなく、もっと身体で直接的に感じ取ったものを契
機にしており、他者との関係では、思考以前の身体の反
応という側面が大きな役割を果たしていることを論じた。
その際、 Rogers (961) や Gendlin (964) らの考察を
もとに、有機体としてのからだで表されるものへのアプ
ローチを重視する人間観にふれた。
本論では、児童生徒が自己表現を進めるにあたって、
身体感覚の概念化というプロセスを通して、児童生徒が
自己を的確に表現し、それらを相互に伝え合い認め合う
関係を作ることに貢献できる学校教育における教材の開
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発を試み、その試験的授業を行うことにより、これらの
体験について考察する O これらの授業における体験は、
ひとりひとりの感じ方は同じではないということを児童
生徒に実感させ、他者の思いを共有し尊重しあうことを
学ぶことにつながることが期待される。
1. r身体感覚の概念化」教材化の理論背景
(1) Rogersの自己理論と経験の自己概念化
Rogers (1961) の自己理論は「自己概念」と「経験j
との関係によって考察される (Fig.l)0 I自己概念」と
は、「自己について気づきにのぼった知覚の組織化され
た配置」であり、「自分の特徴や能力についての知覚、
環境との関係における自己についての知覚や概念、体験
や対象と関連する知覚される価値、肯定的・否定的価値
をもっと知覚される目標や理想Jといった要素からなる
とされる。一方、「経験」は、「有機体の中で起きる、い
つでも意識される可能性のある潜在的なもののすべてj
である O
Fig.l において、図の Iの領域は「自己概念と矛盾し
ない経験」を体験している領域であり、経験は矛盾する
ことなく自己概念として象徴化、意識化されるという状
態を示している。カウンセリングの目的は、左図のよう
にIの領域が小さい相談者が右図のようにより「自己概
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念」と「経験jの重なりが増すことによって両者の一致
をめざすことであるとされる。
Fig.l において、図の Hの領域は「自己概念と矛盾す
る経験」を体験している状態を表している。この状態に
おいては、両者間の矛盾に対して自己概念を維持しよう
とするために、潜在知覚による脅威・不安 脅威に対す
る反応としての防衛(①意識することを否認する、②歪
曲して意識化する)が行われる。一方、図のEの領域は
「自己概念との関係が知覚されない経験」を体験してい
る状態を表している。自己概念と無関係な、または重要
でない経験を体験した際には、その経験は自己概念の背
景に後退し、意識に上らず、多くの経験は無視されると
される。 1の領域の拡大は、経験の自己概念化が不可欠
であるといえる。
(2) Focusingの教材化
Rogersの共同研究者である Gendlinは、 Feltsense 
(Gendlin， 1964) という概念を用いて Rogersの自己理論
をさらに考察し、自分自身にもまだ言葉にならずにいる
暖昧なからだの実感に着目し、その実感を Feltsenseと
呼んで、その概念化の過程 (Focusing)の意味を強調し
た。体験には、おのずからその意味が明確な例えばこと
ばや概念といった「明在的な意味」と、現在は明確には
なっていないが未来の自分自身を暗示している「暗在的
な意味jがあるとし、 Feltsenseにふれることが、暗在
的な意味につながることであり、概念以前に存在してい
る前概念的で、まだ完全に意味化されていない「からだ
の感じ」がもたらす意味の重要性を示したのである。
学校教育に Focusingを応用しようとする試みは、一
人ひとりの実感を認め合いつつ、それらの違いを相互尊
重していこうとする姿勢を育む教育としてその理論・方
法を活用することが期待できる o Fe1t sens巴という極め
て個別的な感覚をことばとして「概念化j していく過程
を通じて、他者との違いを認め合い、自分自身の感覚を
自己概念 経験
他者に説明し、それらを共有化していく過程を学ぶこと
ができると思われる。これらの過程は、子どもたちの社
会化、コミュニティ形成にとって有意義であると考えら
れる。
(3) 童期における自己概念化の課題
しかしながら、この教材を開発するにあたって考えて
おかなければならない課題は、 Feltsenseという感覚を
感じ取ることはできるであろうと予想される児童期にお
いて、その感覚を自分自身の言葉として表現すること
(自己概念化)の限界に対する配慮である。
児童期中期から後期にかけて、子どもたちの他者の観
点や評価を理解し、それを自己評価に結びつける傾向は
促進するとされる(戸田 2008)。児童期まで、人は、
周囲から与えられた世界の中に埋没していると考えるこ
とができ、周囲から与えられた生活習慣や価値体系に大
きな疑問や違和感を持つことなく無自覚にそれらを受け
入れる一方で、青年期に差し掛かるとそれらをお仕着せ
の枠組みとして捉えるようになり、疑問や反発、居心地
の悪さを感じ、そこからの脱出を模索するようになる。
このような発達課題の過程は、個々にとっての自己意識
の確立と関連している(梶田， 1988) 0 
そのような過渡期にある児童生徒にとって、 Felt
senseの概念化(experiencing) は、自分自身の感覚に対
する信頼感を得るうえでひとつの大切な体験になるであ
ろう。本論では、 Feltsenseの概念化という側面に着目
し、学年進行によってどのように概念が育っていくかを
考察するための教材を作成して、異年齢の学年に実施す
ることを訴;みた。
Felt senseの概念化は、自分自身の感情・思考の明確
化であり、自分らしさの獲得の一側面であるということ
ができる O また、概念化は、自分の感覚をより他者と共
有できることでもある。自分自身の気分がはっきりと言
語化されることよりも、行動の障害や身体表現によって
自己概念 経験
Fig.l自己概念と経験の不致(左図)とより 致した状態(右図)のモデル
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表現されることが多いと考えられる児童期から、それら
を自分自身のことばとして表現することができるように
なる青年前期までの発達過程を、フェルトセンスの概念
化という観点から捉えることが必要であると考えられる。
これらの発達への援助は「一人ひとりが違っていても
よいJiお互いにわかり合い、認め合うことが大切であ
る」という認識を育むという、この時期にある児童・生
徒にとって他者とのコミュニティを築くうえで大切な概
念を身につけることが期待できる。児童期の各学年にお
ける子どもたちが、自身の身体感覚 (Feltsense) をど
の程度概念化できるかについての議論はまだ見あたらな
いが、これらに着目することにより、学校教育における
Focusingの応用に関する位置づけを明確にすることがで
きると思われる。
2.本論の目的
本研究では、学校教育における身体感覚の概念化に関
する教材の開発を試み、その試験的授業の結果について
考察する。本稿においては特に「絵本を用いた「身体感
覚の概念化」のパターン習得」についての、本実習の児
童期~青年前期における身体感覚の概念化を教材化する
資料としての本教材の妥当性を検証する。
3.実習の手順
貴村 (2011)で、学年によるそれらの変化を調査する
ための絵本を用いた実習を作成した。絵本を用いた実習
を行うことにより、①身体感覚の意識化、②その描画、
③さらにその概念化というプロセスをパターンとして繰
り返し、そのプロセスを用いて児童生徒が自己を的確に
表現し、それらを相互に伝え合い認め合う関係を作るこ
とに貢献できる実践に応用することとした。貴村
(2011)では、本実習を中学生と小学生に試験的に実施
した。また、貴村 (2011)では、概念化に際してふきだ
しを用いるといったことを行わず、身体の描画とその概
念化を別に記すよう求めたが、本稿で紹介する実習では、
マンガのように絵にふきだしを加えるという方法を用い
た。これにより、よりスムースに身体感覚の概念化がで
きることが期待される。
(1) 絵本を用いた「身体感覚の概念化」のパタ ン習得
絵本題材として、「っぽいJ(なかがわちひろ訳， 2009 
(原著“Ish"(Reynolds， 2004))) を選択した。「っぽい」
は、きょうだい聞のやりとりによって傷ついたり元気に
なったりする男の子の気持ちの変化を描いた30ページ程
度の絵本である。この絵本の内容をまとめると次のよう
になる。
[絵本のあらすじ】
登場人物は、ラモン、兄、妹のマリソルである。主人
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公のラモンは、絵を描くのが大好きな少年だった。いつ
でも、なんでも、どこででも絵を描いていた。
ところがある日、ラモンが花瓶の絵を描いていると、
兄がうしろからのぞきこんできた。ラモンの絵を見た兄
は、「全然似ていないjと言って大笑いをする O それか
らというもの、ラモンは何を描いても、兄の笑い声が聞
こえてくるようになった。ちゃんとした絵を描かなくて
はいけない。本物そっくりに描かなくてはいけない。そ
う言い聞かせるようになった。しかし、そう思えば思う
ほど、うまくいかなくなっていった。それで、も、絵が大
好きだったラモンは、毎日頑張って描き続ける O その甲
斐むなしく、やがてラモンは鉛筆を置き、描くのをやめ
てしまう。その姿を見ていた妹のマリソルは、ラモンが
クシャクシャにしていた絵を持って駆け出し、自分の部
屋へと入っていった。
あとを追いかけて入ったラモンの日に入ってきたのは、
たくさんのラモンが描いた絵である。マリソルは、一枚
の絵を指差し、この絵が一番好きだと言った。似ていな
い絵だと言つでしょんぼりするラモンに向かつて、マリ
ソルは、花瓶っぽい絵だ、花瓶の気持ちがすると続ける。
そう言われたラモンは、もう一度よく絵を見返す。そう
すると、不思議なことに今までと違って見えてくるでは
ないか。「っぽいj絵でいいのか。そう思うようになっ
たラモンは、また品会をt首くことカfできるようになる。品会
を描くことが楽しいとふたたび思えるようになった。め
でたし、めでたし。
(2) i身体感覚の概念化」のための場面設定
絵本「っぽいjを用いて身体感覚の概念化を体験する
ため、場面を便宜上4つのパートに分類した。
0)主人公が絵を自分の思うまま絵を描いていた冒頭の
部分
1)主人公が自由に描いていた絵を兄から「全然似てな
い」と言われた場面
I)絵を描くことをやめた主人公の絵を妹が持ち出し、
それらを自室の壁面に張っていることを主人公が見た
場面
田)再び自分らしい絵を描くことを主人公が自分自身で
受け入れた最後の場面
これらの場面の区切りは、ラモンの気持ちが大きく変
わる場面である。それは同時に、読み手である私たちの
気持ちも大きく変わる場面であるといえる O それぞれの
場面の区切りに至ったとき、自分自身がラモンであるな
らば「どう感じるか」に焦点を合わせ、 Focusingの技法
を用いて自分自身の「感覚jから「気持ちjに至る過程
として感じ取る実習を児童生徒に提供する。
そのプロセスとして、①身体感覚の意識化、②その描
画(人型への塗り絵)、③さらにその概念化(ふきだし
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によるセリフ化)、④他者との比較と相互受容を体験さ
せた。「はっきりしない何か」から「気になる感じ」が
生まれ、それを言葉にしていく作業を通じて、子どもた
ちは自分自身の感覚にふれていくことができるようにな
ると考えた。その過程は、「何かjが身体のどこにどう
感じているのかを探り、自分に問いかけながら「その感
じにひ。ったりの気持ちを表す言葉を探すjというもので
ある。
[手}I買]
3場面での主人公の気持ちについて児童生徒に表現さ
せる。
(a) Iもし自分が主人公なら?Jと自分に問いかける。
(b) ワークシートに、その場面での自分の体の感じゃ気
持ちを自由に描く。
(c)その体の感じゃ気持ちを表すのにひoったりな「気持
ち」を表す言葉を探し、ふきだしに記入する。
(d)描いたもの、ひoったりな「気持ちjを表す言葉を互
いに紹介しあう。その際、他の生徒と似ているところ、
違っているところについて考えさせ、違っていること
が「あたりまえjのことであることを確認する。注意
点として、互いに比較をする際に、 a他者の意見を認
めること、②みんなそれぞれの意見が正解であるとい
うこと、③違っていていいということをしっかりと伝
えるようにした。
実習の流れは以下の手順を踏む。
第 l場面の読み聞かせた後、次の手順で児童生徒に
「身体感覚の概念化jを行うよう促す。
(a) Iもし自分がラモンなら?Jと自分に問いかける。
(b)その場面を想定し自分が主人公になりきって、その
ときの自身の体の感じを感じ取る。
(c)その身体感覚を、色鉛筆を用いて自由に描く O
(d)その身体感覚を表すのにひ。ったりな「気持ち」を表
すセリフを、ふきだしを作って書き込む。
(e)作成した図とセリフを他者と紹介しあう o (話したい
相手と。該当者がいない場合は授業者と。)
その際、他の生徒と似ているところ、違っているとこ
ろについて相互交流させ、違っていることが「あたりま
え」のことであることを確認する。注意点として、互い
に比較をする際に、「他者の意見を認めることj、「みん
なそれぞれの意見が正解であるということ」、「違ってい
ていいということjをしっかりと伝えるようにする。
以下、場面Eまで、場面Eまでについて内容を繰り返
す。
[留意点】
実施は一斉授業の形式とし、絵本を読み聞かせながら、
それぞれの場面で記録させるようにし、最後に互いの結
果を相互に紹介させるようにする。その際、「感じ方は
人によって違うのがあたりまえ。お互いにそれらを認め
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合うようにすることが大切です。jというコメントを加
える。「自己理解」だけでなく、この授業を「他者理解」
につなげることができるようにし、それは同時に、自分
自身の気持ちが他者のそれとは異なっていることを互い
が認め、他の人たちの感じか方を認め合うという他者関
係の構築にもつなげることをめざす。最後に、「どんな
ことに気がつきましたか?Jの欄に記入させ、ねらいの
把握について検証を試みる O
児童生徒が感じ取った気持ちは、作者が意図したであ
ろう絵本の主人公ラモンがそれぞれの場面で感じている
気持ちとよく住ているかもしれない。しかし、細かい表
現という部分においては相違を見いだすことができる。
他の生徒との聞にも相違がみられる。この「よく似てい
るのだが、少し違うjという感覚や気持ちをお互いが認
めあうことが大事であるということを児童生徒に強調す
るO このような他者との感じ方の比較を通じて、それに
は正解はないということを知り、このような体験が「他
者尊重」の心を育むことにつながると期待できる。
(2) I今思、っている、気になっていること」に関わるこ
とによる Focusing
「絵本による実習」による「身体感覚の概念化jのパ
ターン習得を受けて、同様のプロセスを経る各人の「現
在の気がかりjへの応用を試みる。本実習については、
児童生徒の状況に応じて強制することなく、あくまでも
自己内対話の促進のための実習であることに留意する。
「今、自分が思っていることや気になっていることj
を思い浮かべ、それを思い浮かべると自分の身体感覚は
どのようになるかを感じ取り、そこから「自分はどう感
じているかjという気持ちを感じ取りそれを概念化して、
自分の気持ちに向き合う Focusingを行う授業である。
ここでも、絵本を用いた実習と同じように、思っている
ことや気になることに焦点を合わせていると、やがて
「はっきりしない何か」から「気になる感じ」が生まれ
てくることを期待し、それが身体のどこにどう感じてい
るのかを感じ取り、「その感じにぴったりの気持ちを表
す言葉はどのような言葉かjを自分に問いかけてみると
いう手順を踏む。
ここではさらに、ひ。ったりの気持ちを見出した「自分
にかけてあげたい(できればやさししサことば」を考え
させる。例えば、「つらかったんだねJIきっとできるよj
「今のままでもいいよ」といった類のことばである。そ
のことばを別紙に書き、実際に他の生徒から伝えてもら
う。このとき、「紙に書いであることばだけを自分なり
の感情を込めて、相手の顔を見ながら相手に伝えるjと
指示する。ここでは、ワークシートについては直接相手
に見せないこととし、互いの課題やそれへの思い思って
いることはわからないようにする。伝えられた児童生徒
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は、そのように伝えられた自分の身体の感じ (Felt
sense) に変化があるのか、あるとしたらどのように変
わったのかを感じ取るようにする。
自分で自分にことばをかけながら、同時に「かけられ
た側の自分jの感じゃ気持ちをつかみ取ることは難しい。
かけたいことばに意識を強く持つと、かけられた側の身
体の感じの変化を味わいにくくなる恐れがある。他者か
ら「自分のことばjを伝えてもらうことを通して、自分
自身に自分で声をかけるという体験を児童・生徒にさせ
ることができる。
授業の流れは以下の手順を踏む。
(a) I最近気になっていることは?Jと自分に問いかけ
る。
(b)そのことを自分がわかる表現の方法でワークシート
に示す。(言葉でも記号でも「あのこと」でも可。)
(c)そのことを思うと、自身の体の感じはどうなるかを
感じ取る。
(d)その身体感覚を、ワークシートの人型に色鉛筆を用
いて自由に描く。
(e)その身体感覚を表すのにひ。ったりな「気持ち」を表
すセリフを、ふきだしを作って書き込む。
(日作成した図とセリフを概観するとどのような気持ち
になるかについて目白主。
(g)そのような今の自分自身に(やさしく前向きになれ
るよう)声を掛けるとすればどのような言葉がよいか
を考えて記載する。
(h)その言葉を別紙(カード大)に書き写し、そのカー
ドのみを「言ってもらいたい友人jに手渡し、その内
容を(顔を見て)伝えてもらう。
(i)どのような感覚になったかを感じ取って、記載する。
4.結果
本稿においては、絵本を用いた「身体感覚の概念化j
のパターン習得に関する授業に関する結果について述べ
る。
(1) 小学4年生と中学2年生による結果の比較
貴村 (2011)では、小学生4年生・中学生2年生に授
業を実施した。絵本の実習において場面 I、場面E、場
面Eにおいてそのすべてでからだのどこかにフェルトセ
ンスを感じることができた。ここでは物語が進むにつれ、
体の中心から体全体へとフェルトセンスを感じ取る場所
が拡大する傾向がみられた。場面 Iでは、「いやJI怒りj
「悲しい」など全ての生徒が否定的なことばでフェルト
センスを概念化し、場面Eでは、「うれしい」などの肯
定的なことばと「え?J Iなんで?Jなどの戸惑いを表
すことばが混在した。場面Eでは、「うれしいJI幸せj
など肯定的なことばが表れた。
貴村 (2011)では、「自己理解」について中学生は、
小学生よりも言語段階が進んでいるため、フェルトセン
スをより的確な言語表現によって自己表現できるように
なっているのではないかと予測した。少数であるが、
「うざいJIむかつく」といった多様な意味合いをもち、
フェルトセンスの感覚に近い表現をする中学生もいるが、
表現はより多様であり、中学生はより身体感覚の概念化
ができることが確認された。小学校中学年であっても、
フェルトセンスをからだに感じることはでき、それぞれ
の場面に応じた反応が見られた。「いやだJI悲ししづな
どの表現には男女差がみられた。また、これらの授業に
おける体験は、ひとりひとりの感じ方は同じではないと
いうことを児童生徒に教え、他者の思いを共有し尊重し
あうことを学ぶことにつながることが期待できることが
確認された。
(2) 小学6年生における実施結果
A市B小学校6年生(男子17名，女子19名)の実施結
果より、本実習の実施についての妥当性を考察するため
の実施結果について述べる。本授業では、場面0、場面
I、場面Eが採用された。
場面0、場面I、場面Hにおけるからだへの描画部分
とその配色 (Fig.2，Fig.3， Fig.4)を見ると、場面Iにお
ける配色は他に比べて寒色系(青・紫・)や黒が多く、
暖色系(樟・黄)が多い場面Oや場面Eとの聞に明確な
違いが表れている。 3場面における概念化(セリフ，Tab
lel) はそれぞれに近い概念を示しつつその表現は多様
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Fig.2小学6年生の場面Oにおける描画部分とその配色
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Fig.3小学6年生の場面Iにおける描画部分とその配色
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Fig.4小学6年生の場面Eにおける描画部分とその配色
場面O 場面 I
Tablel 3場面における児童の概念化(セリフ)
場面E
z頭
=胸部
口腹部
1腕
『足
楽しい 51 10 悲しい 41 4 うれしい 9 9 
気分いい・気持ちいい 3 l ショック 3 3 よしまた絵を描こう・希望が見えた 21 4 
明るい l l 敵意(このヤローころす) 2 2 感動 l 
わくわく 2 0 悠り 。3 心が晴れた 。
幸せ l 。落ち込む、がっかり 2 l 妹さいこう 。
白由 。ぼくだめだ(へた・白信ない) 2 l 暖かい 。
描くの大好き 0 くやしい 2 喜び
うきうき 。 もういや l l ほわわーん 。l 
るんるん 。1 I 0首いきもち l 絵は楽しい? 。
いろいろi手かぶ 。l 見返したい 。l 心が持てた 。
ほんわか 。l ひ、っくり、え~! 01 2 不思議 。
不安 。1 I 1反 。
はずかしい 。l 悲しい気持ちが逃げていく 。
明るくなった O 
正気になった 。
であり、それらの交流は児童の他者への受容に貢献した。
児童の感想欄には、①他者との比較 (1他の人の意見が
わかったJ1色が似ている O 色で気持ちが出せるJ1友達
の意見で「あ、そうか」と納得したJ1違う意見たのし
いJ)、②絵本への感情移入 (1兄は悪い。妹はいい。」
「怒りJ1きつい言葉は落ち込むJ1暖かい言葉はうれし
いJ)、③気持ちの変遷 (1わくわく→暗い→暖かいJ1よ
いことを言われるとからだの中がわくわくするJ)、④日
常への汎化 (1友達との聞でもよくあること。けんかに
なるJ1からかったりするのとにてるJ1私も友達のいい
ところを見つけるJ1気持ちは一言で変わる。言葉に気
をつけたいJ)の意見が見られ、小学6年生にとって、
表現の多様さへの承認や感情の表出としての過程として
十分本実習を活用することができることが確認された。
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5.考察
これらの試験的授業の結果から、学校教育における身
体感覚の概念化に関する教材として本実習により「絵本
を用いた『身体感覚の概念化Jのパターン習得」ができ
るということが確認できた。本実習は、小学校4年生~
中学生に実施することが可能であり、 Fe1tsenseの概念
化を発達の側面から検討する実習としても適切であると
いうことが示唆された。
これらの結果を元に、本実習の児童期~青年前期にお
ける身体感覚の概念化を教材化する資料としての本教材
の妥当性をさらに検討する必要がある。これらの結果か
ら、中学生は小学生に比べて、 Feltsenseをより的確な
言語表現によって自己表現できる場合が多いことが示唆
されたが、今後、事例を集め、テキストマイニングなど
の手法を用いることによって、発達段階に応じた身体感
覚の概念化について検討したい。また、「今思っている、
気になっていることjに関わることによる Focusingに
ついては、アンカ、、ーマネジメントや児童生徒聞のコミュ
ニケーション促進に応用することが期待される。実践を
重ねることによって考察を進めたい。
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主Ia.豆旦旦主主
からだの感じをことばにしてみよう
【シーン 11 
あなたが主人公なら、自分のからだは
どうなるでしょう c 同に色鉛筆でかい
てみよう。
【シーン 21 
あなたが主人公なら、自分のからだは
どうなるでしょう。同に色鉛筆でかい
てみよう。
c 
j ~ 
U¥J 
C 
j ~ 
U¥J 
?、?
? ? ?
?
?
???
? 、
?
?
?
?
????????? っ? ????? どんな気持ちになるかなっ
気持ちをことばにできるようなら ρ
をいくつかっけてそこに書いてみよう。
【シーン 31 
あなたが主人公なら、自分のからだは
どうなるでしょう。図に色鉛筆でかい
てみよう。
自分のからだや気持ちの表し方で
どんなことに気づきましたか?
C 
j ~ 
U¥J 結果を紹介しあって、友だちと交流しましたが、どう感じましたか?
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